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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第４区分
【発行日】平成25年7月4日(2013.7.4)

【公表番号】特表2012-528559(P2012-528559A)
【公表日】平成24年11月12日(2012.11.12)
【年通号数】公開・登録公報2012-047
【出願番号】特願2012-512345(P2012-512345)
【国際特許分類】
   Ｈ０２Ｋ   7/18     (2006.01)
   Ｂ６０Ｃ  23/02     (2006.01)
   Ｆ０３Ｇ   7/00     (2006.01)
   Ｆ０１Ｃ   1/02     (2006.01)
   Ｂ８１Ｂ   3/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０２Ｋ   7/18    　　　Ａ
   Ｂ６０Ｃ  23/02    　　　Ｌ
   Ｆ０３Ｇ   7/00    　　　Ｂ
   Ｆ０１Ｃ   1/02    　　　Ｂ
   Ｂ８１Ｂ   3/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年5月15日(2013.5.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　タイヤ（１１２）、および作動のために電力の供給を必要とする電気センサ（１００）
を装備しているホイールであって、前記ホイールは、加圧下で前記タイヤ内に閉じ込めら
れている気体と、前記タイヤの外部に存在している大気との間の圧力差を、前記電気セン
サ（１００）への電力供給のために用いられる電気エネルギーに変換するための変換シス
テム（２００、２）を備えていることを特徴とするホイール。
【請求項２】
　前記変換システム（２００、２）は、
　－　加圧下で前記タイヤ内に閉じ込められている前記気体に流体的に連絡している入口
ノズル（２０８、６）と、前記タイヤの外部に存在している大気に流体的に連絡している
出口ノズル（２１０、８）と、
　－　前記入口ノズルから前記出口ノズルまで流れる際に膨張する前記気体の作用によっ
て変位することができる少なくとも１つのアーム（２２０、１２、１４）と、
　－　前記アームの変位によって生じる機械エネルギーを、前記センサへの電力供給のた
めに用いられる電気エネルギーに変換することができる電気機械トランスデューサ（２０
６、２２、２４）
とを備えている、請求項１に記載のホイール。
【請求項３】
　前記入口ノズルから前記出口ノズルまで流れる前記気体の流量を、１０-5ｍ3／ｓｅｃ
未満、または１０-6ｍ3／ｓｅｃ未満に制限することができるボトルネック状部を有して
いる、請求項２に記載のホイール。
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【請求項４】
　前記出口ノズル（２１０、８）は、前記気体の、外部に漏れ出る流量を１０-8ｍ3／ｓ
ｅｃ未満に制限することができる孔（１２４）を介して、前記タイヤの外部の大気に流体
的に連絡している、請求項３に記載のホイール。
【請求項５】
　前記電気センサ（１００）は、加圧下で前記タイヤ内に閉じ込められている前記気体と
、前記タイヤの外部に存在している大気との間の圧力差のセンサである、請求項１～４の
いずれか１つに記載のホイール。
【請求項６】
　前記電気機械トランスデューサ（２０６、２２、２４）は、前記アームの変位によって
生じる機械エネルギーを、前記圧力差を表わす物理量として、さらに用いることができる
電気エネルギーに変換することができる、請求項５に記載のホイール。
【請求項７】
　前記ホイールは、前記圧力差を表わす測定値を、無線リンクを介して、遠隔の受信器に
送信することができる無線送信器（１０４）を備えており、この無線送信器は、前記変換
システム（２）によって生成される電気エネルギーだけによって電力を供給される、請求
項５または６に記載のホイール。
【請求項８】
　前記変換システムは、少なくとも２つの変位可能なアームであって、該少なくとも２つ
のアームの間を、この少なくとも２つのアーム同士の相対的な変位を伴いながら、前記気
体が、前記入口ノズルから前記出口ノズルまで通過して流れる、少なくとも２つのアーム
を備えており、この少なくとも２つのアームは、それらの変位中に、体積を増しながら、
前記入口ノズルから遠ざかって、前記出口ノズルに到達する、前記気体のための少なくと
も１つのポケットを画定するように作られており、互いに対して相対的に変位することが
できるようになっている、請求項１～７のいずれか１つに記載のホイール。
【請求項９】
　前記少なくとも２つのアーム（１２、１４）は、互いの間に入り込み合った渦巻状に形
成されている、請求項８に記載のホイール。
【請求項１０】
　前記電気装置（１００）は、加圧下で前記タイヤ内に閉じ込められている前記気体と、
前記タイヤの外部に存在している大気との間の圧力差のセンサであり、前記変換システム
は、２つの変位可能なアーム（１２、１４）であって、それらのアームの間を、前記気体
が、前記入口ノズルから前記出口ノズルまで通過して流れることによって、互いに相対的
に変位し、その変位中、体積を増しながら、前記入口ノズルから遠ざかって、前記出口ノ
ズルに到達する、前記気体のための少なくとも１つのポケットを画定するように渦巻状に
作られており、互いに対して相対的に変位することができる２つの変位可能なアーム（１
２、１４）を備えているマイクロシステムとは異なる、請求項１～７のいずれか１つに記
載のホイール。
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